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はじめに

「量子コンピューティング」と聞くと、いかにも複雑そうに思えるのだが、事実、複雑
である。

ただ、エレクトロニクスの分野では、これまでも設計から納品に至るまで、技術的な複
雑さは珍しいものではなかった。さらに持続可能な世界の実現に向けて、製品の最終廃
棄までも対応を迫られている。しかも、極小の半導体から、地球を周回する人工衛星に
至るまで、電子部品は技術の不可欠な構成要素である。

デバイスや機械がかつてないほど進化を続けている一方、エレクトロニクス・メーカー
が抱える複雑さは、軽減するどころか、むしろ増大している。電子機器の設計、研究、
製造における極めて難しい課題を克服するためには、新たなアプローチが必要だ。

例えば、動的な AI システムは、私たちの生活をより良いものにし、コミュニケー
ションを支える機器をより便利なものにする力を秘めている。しかし、そのためには
1,000 億個ものトランジスターを搭載できるような、非常に強力なチップが必要となる。
生産のスケジューリングやサプライチェーンの最適化も、世界規模で検討する必要があ
るだろう。そして最も大切なことは、これからは地球に優しく、入手しやすい新材料を
開発しなくてはならないということである。

こうした変革の担い手になると目されるのが量子コンピューティングだ。IBM はその
可能性を探るため、2016 年に 5 量子ビットの量子コンピューターへのオープン・アク
セスを開始した。1 2022 年に至るまで、量子コンピューティングの成長のスピードは加
速度を増し、適用可能なユースケースの模索の取り組みはより活発になっている。IBM
は、IBM Quantum Network を通じて、世界の主要なエレクトロニクス企業と共に、ソ
リューションの共同開発を進めている。Samsung Advanced Institute of Technology

（サムスン電子総合技術院）、東芝、ソニー、日立製作所、LG 社などの業界の巨人たち
と協業できることに IBM は感謝し、また謙虚な気持ちで取り組む所存である。2

未来は、今ここから始まる。未来を皆さんと共に築く日が来ることを心待ちにしている。
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先端材料により、製品の性能を 
高める
電子製品に新たな性能を付加し、まったく新しい製品群
を生み出すような先端材料の開発には、数十年の期間を
要する場合もある。量子コンピューティングを、古典コ
ンピューティングと合わせて使えば、より高速で正確な
シミュレーションが可能になり、新材料の実用化が加速
される。

設計を改良し、実用化を早める
今日の電子設計はあまりに複雑なため、企業は難しいト
レードオフに直面している。設計を丁寧に行い、時間を
かけてエラーを確認し、製品のリリースを遅らせるか、
あるいは製品は早々にリリースするが、最適とは言えな
い設計で我慢し、かえって高くつくかもしれないバグを
容認するのかの二者択一である。しかし、量子コンピュー
ターを使えば、企業は電子設計を迅速かつ徹底的に最適
化し、検証できるようになり、製品の市場投入までの期
間を短縮することができるようになる。

AI のスマート化により、製造を 
スマート化する
電子機器を製造する過程において、量子機械学習 * を活
用すれば、古典 AI を使ったときよりも正確に合格品と不
良品を区別できるようになる。これにより、製造コスト
は下がり、より信頼性の高い製品が作れるようになるは
ずだ。

* 量子機械学習とは、量子コンピューターを活用した機械学習の
こと

量子コンピューティングを 
導入することにより、 
エレクトロニクス業界は 
3 つの主要領域で 
パフォーマンスやコストの 
課題を解決することが 
可能になる。

主な 
ポイント
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新しい 
コンピューティング・パラダイム

エレクトロニクス業界は数多くの課題に直面しており、課題解決はより難
しいものとなっている。例えば、最先端の半導体製造設備には、250 億ド
ルもの費用がかかる。3 電子製品の設計がより複雑化する一方で、スマート
フォンのような従来型の巨大な製品市場の成長が止まる。4

過去 50 年間にわたり、設計と製造の難易度は高まる一方であり、業界のパフォーマン
スは伸び悩んでいる。

要するに、この業界が歩む道は、より困難で、リスクが高く、高価なものになりつつあ
るということだ。だが、その影響はエレクトロニクス業界にとどまらない。電子技術は、
さまざまなことを可能にする実現技術であり、その製品は事実上あらゆる業界で使われ
ているからだ。5 エレクトロニクス業界が直面する課題にどう対応するかによって、世界
経済のほぼすべてのセクターに影響が及ぶ可能性がある。

量子コンピューティングは、根本的に新しいコンピューティング・パラダイムである
（5 ページの「視点：基礎」を参照）。古典物理学には存在しない現象を活用することで、

これまで不可能だった計算を実現する。量子コンピューティングはエレクトロニクス業
界が抱える問題のいくつかを解決する強力なツールとなる可能性を秘めている。

IBM は、何十年もの間、チップ技術の革新に努めてきたのと同様、6 量子コンピューティ
ング技術の最前線にも立ち続けてきた。1981 年、IBM は量子コンピューティングに関
する最初の会議を共同開催した。7 2016 年には、世界で初めて量子コンピューターを一
般に公開した。8 このように量子コンピューターへのアクセスを提供することで、IBM
は世界中の研究者や開発者が新しい量子アルゴリズムを開発できるよう支援し、量子コ
ンピューターの進歩に貢献してきたのである。

私たちは今、「量子の 10 年」に突入している。9 IBM の量子コンピューティング・ロー
ドマップは、この技術の将来の能力を企業が活用するための道しるべとなるはずである

（6 ページの図 1 参照）。
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視点

基礎 10

古典コンピューターのビットは、情報を 0 か 1 として
扱う。ところが、科学者たちが原子よりも小さい物質
を探索できるようになると、物質は非常に不思議な挙
動を取ることが分かってきた。例えば、2 つの場所に
同時に存在する「重ね合わせ」や、どれだけ離れた場
所にあっても、神秘的に結びついた動きを示す「もつ
れ」といった現象である。これらの現象を探求し、理
解するために生まれたのが量子物理学である。

量子コンピューティングは、物理学のいくつかの側面
を活用する。中でも特に重要なのが、「重ね合わせ」
と「もつれ」の 2 つだ。量子コンピューターは「重ね
合わせ」の原理を使い、複数の状態を同時に表現し、
計算をする。量子の「もつれ」によって、複数の量子ビッ
ト（キュービット）を互いに結びつけ、個別の量子ビッ
トよりも多くの情報を保有する。

古典力学に「もつれ」と同様の現象は存在せず、仮に
古典コンピューターでモデル化しようとすると、指数
関数的なリソースが必要になる。例えば、100 量子ビッ
トの量子コンピューターの複雑さを表現するために
は、地球上に存在する原子の数よりも多くの古典ビッ
トが必要になる。
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Falcon

27 
量子ビット

Humming-
bird

65  
量子ビット

Eagle

127 
量子ビット

Osprey

433 
量子ビット

Beyond 

1,000～100万 
量子ビット以上

回路 プログラム

2020 年

量子アルゴリ
ズムとアプリ
ケーションを
実証・プロト
タイプ化する

2021 年

IBM クラウド
上で、量子アプ
リケーションを
100 倍の速度で
実行する

2022 年

動的回路により、
回路の多様性と、
アルゴリズムの
複雑性を向上さ
せる

2023 年

クラウドに組み
込まれた量子
ワークフロー
により、フリク
ションレスな開
発を実現する

2024 年

クラウドの API
から 1,000 量
子ビット以上の
サービスを呼び
出し、誤り訂正
を調べる

2025 年

高性能コン
ピューティング
と量子リソー
スにより、量子
ワークフローを
強化する

2019 年

IBM Cloud 上で
量子回路を実行
する

Condor

1121 
量子ビット

アプリケーション

最適化 | 自然科学 | 金融 | 機械学習 .... 既成の Qiskit Runtime と 
古典の統合

回路ライブラリー回路 Qiskit  
Runtime

動的回路

量子アプリケーション・サービス

量子アプリケーション・モジュール

モデル 
開発者

アルゴリズム
開発者

カーネル 
開発者

量子 
システム

IBM クラウド

最適化 | 自然科学 | 金融 | 機械学習 ....

誤り軽減 | 回路ニッティング |  
回路組み込み |

サンプリング用回路 | 時間発展用回路 |  
その他の回路 ...

2026 年 
以降

図 1 

IBM の量子コンピューティング・
ロードマップ

最近の展開とこれからの展望

.... 誤り訂正
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量子コンピューティングのビジネスでの競争優位性が
明らかになるにつれ、その注目は高まりつつある。量
子コンピューティングについて理解せず、それが自社
の業務にどのような影響を与え得るかを把握していな
いリーダーは、これからは後れを取ってしまうことだ
ろう。量子コンピューティングは急速な進化を遂げつ
つあるが、その初期の知的財産の多くは独占 / 寡占化
する可能性がある。2017 年から 2021 年までに出願
された 3,300 以上の特許分野の中で、量子コンピュー
ティングは出願が最も急速に増えたトップ 5 の分野の
1 つになっている。11 量子コンピューティングの進化の
スピードに、確実についていける者はごく少数しかい
ないだろう。

図 2 

エレクトロニクス分野における 
量子コンピューティングのユースケース

製品設計

スマート・ 
マニュファクチャリング

材料開発

量子コンピューティングには、エレクトロニクス業界
が抱えるさまざまな課題を解決する方法としての大き
な可能性がある。本レポートでは、エレクトロニクス
業界の 3 つの主要な応用分野（化学シミュレーショ
ン、最適化と探索、AI と機械学習）において、量子コ
ンピューティングの可能性を具現化する 3 つのユース
ケース（図 2 参照）を紹介する。

1. 材料開発：量子シミュレーションの力を発見と実用
化に活かす

2. 製品設計：量子探索で開発と検証を加速させる

3. スマート・マニュファクチャリング：量子機械学
習で歩留まりを高め、コストを削減し、品質を向上
させる
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材料開発： 
量子シミュレーションの力を 
発見と実用化に活かす

設計と製造のたゆまぬ改良によって、過去 50 年間にわたるエレクトロニクス革命がも
たらされたが、今やその足取りは鈍い。世界最高クラスのスーパーコンピューターの性
能が年 80% 向上していた時期もあったが、現在は 40% にとどまる。12 その理由の 1 つ
は、トランジスターの小型化でコンピューター性能が高まった時代が終わりを告げつつ
あることである。

エレクトロニクス業界は、計算性能を向上させる他の手段も模索してきた。例えば、
IBM が先鞭（せんべん）をつけた銅配線や化学増幅型フォトレジストなどの新材料の
適用である。13 しかし、古典コンピューターでは、材料のシミュレーションを実施する
のは難しい。そのため材料開発では、時間とコストがかかっても、従来型の実験的手法
に頼らざるを得なかった。

一例が、ユーザーとスマートフォンの接点であるフラットパネル・ディスプレイだ。消
費電力が大きいためバッテリーをすぐ使い切ってしまうが、発光素子の消費電力を効率
化すれば、ディスプレイ自体も効率化を図ることができる。そのためには新規材料の素
子が必要だが、開発には膨大な時間が伴う。今でこそ一般的になった有機発光ダイオー
ド（OLED）のディスプレイも、最初の論文で発表されてから実用化まで 35 年もの歳
月を要した。14

2 次元遷移金属ダイカルコゲナイド（TMD）と呼ばれる材料もある。原子レベルの薄さ
を持つ材料で、消費電力を抑えながらトランジスターの性能を高められる可能性があり、
大きな関心を集めている。TMD の化学的・物理的性質を表現するには量子力学の利用
が適しているため、量子コンピューターとは好相性だが、古典コンピューターでは対応
が難しい。

ユースケース 1
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材料開発に時間を要する理由の 1 つは、古典コン
ピューターでは材料のシミュレーションが難しいこと
にある。材料を表現するだけでも大変である。1 種類
の発光素子の分子 1 つを正確に表現するのにも、古典
コンピューターを使う場合は 10106 ビットが必要だ。
これは、宇宙に存在する原子の個数（約 1084 個）よ
りはるかに大きい数である。一方、量子コンピューター
を使用する場合は、同じ分子をわずか 354 論理量子
ビットで表現することができる。さらに、このように
コンパクトな発光素子の表現を操作することでその素
子の電子構造や発する色といった興味深い特性を予測
可能だ。15

量子技術による新材料のモデル化には、広い用途があ
る。IBM は電子機器製造向けに、量子コンピューター
を活用したより環境に優しい化学物質のモデル化に取
り組んでいる。16 また、メルセデス・ベンツ グループ
社（The Mercedes-Benz Group AG）と共同で、バッ
テリー化学の量子シミュレーションも実施している。17

もう 1 つ事例を紹介しよう。発光素子の内部効率は現
在、最大 25% だが、IBM は JSR や三菱ケミカルと共に、
内部効率 100% のポテンシャルを持つ OLED 発光素
子のモデル化を行った。18 この発光素子を使った OLED
ディスプレイは、電力効率の点で大きな優位性を実現
し、市場でも貴重な強みを持つ可能性がある。OLED
ディスプレイ市場におけるたった 1% の増加は年間 
3 億 2,000 万ドルの価値がある。19
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製品設計： 
量子探索で開発と検証を 
加速させる

エレクトロニクス業界では「設計と製造」をめぐって熾烈な競争が繰り広げられている。
長期に高い性能を維持できる、不備のない製品を安く提供することが目標だ。時間との
闘いになるが、製品の市場投入で先行できれば、それだけ大きな優位性を享受できる。

量子最適化を利用すれば、製品開発チームがより高性能な設計を、より迅速に実現でき
る可能性がある。エレクトロニクス分野において、この手法はさまざまな用途に応用す
ることができる。例えば、ネットワーク上でデータ・パケットを転送するための最速ルー
トを見つけることだ。さらに、電子機器の生産現場で最も収益性の高い製品ミックスと
生産スケジュールを計算したり、100 億個ものトランジスターが搭載されたチップの
最短配線経路を特定したりすることが考えられる。

このような最適化問題を解決することは、古典コンピューターにとって長期にわたる
課題だ。しかし、最適な解が見つかれば、結果として市場で大きな強みを得られる可
能性がある。配線が短いマイクロプロセッサーが開発できれば、消費電力の低減と計
算性能の向上を同時に実現することができる。消費電力が特に問われるスマートフォ
ンのアプリケーション・プロセッサー市場では、市場シェアが 1% 増加すると、年間
2 億 9,000 万ドルの追加収益を生み出せる。20

このような最適化問題は、古典コンピューターで解こうとする場合、考えられる解があ
まりにも多すぎる点が課題となる。例えば、10 地点間の最短経路を求める場合には、
300 万通り以上考えられる経路の中から最適解を見つけ出す必要がある。しかし、量
子コンピューターならば、最適化問題の解をより効率的に求め、古典的な手法を補完で
きる可能性がある。製品設計チームはこうしたやり方によって、設計性能を短時間で高
め、高品質な製品をより迅速に市場に送り出せるかもしれない。

量子コンピューターが最適化の解を見つける能力は、実はこの種のコンピューターが持
つ探索能力の現れである。この能力を活かせる好例の 1 つが、設計検証作業だ。例えば、
人間が毎週 2 日間は自分の仕事を進め、残りの 3 日間はその仕事をチェックするとい
う状態を想像してみよう。これでは仕事の遂行よりも検証の方に多く時間がかかってお
り、遅くて非効率的なプロセスである。

ユースケース 2
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しかし、電子設計の現場では、まさにこのようなこと
が頻繁に起こっている。例えば、マイクロチップは非
常に複雑化したため、製品のサイクルタイムのうち、
実際の設計作業よりも多くの割合（60%）が、チップ
の検証作業に費やされている。21 また、未発見のバグ
が残ったままチップを発売してしまうと、会社の収益
にとって大きな打撃となる場合もある。22 ソフトウェ
アは今や、ほぼあらゆる製品の一部を構成している。
そして、マイクロチップと同様に、ソフトウェアも非
常に複雑化しており、完全な検証は不可能である。音
楽プレーヤーのような製品では、ソフトウェアのバグ
は単に少し気になる程度のものかもしれない。しかし、
バイオメディカル・デバイスのような製品では、ソフ
トウェアに含まれる未発見のバグは、文字通り生死に
関わる場合もある。ある調査によると、バイオメディ
カル・デバイスのリコールは、ソフトウェアの不具合
が最大の要因で、全体の 64% を占めている。23

設計検証の強力な手法として、ブール充足可能性ソル
バー（SAT ソルバーともいう）が挙げられる。多くの
最適化問題と同様、SAT ソルバーも古典コンピュー
ターで扱うのは難しい。大規模で複雑な設計空間を探
索し、未知のバグを発見できる確率を高めるために、
SAT の量子的な解法が研究されている。24 その狙いは、
設計チームをサポートして、検証作業を迅速化し、開
発する製品の信頼性を高め、完成までの時間を短縮で
きるようにすることである。
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ユースケース 3 スマート・マニュファクチャリング：
量子機械学習で歩留まりを高め、 
コストを削減し、 
品質を向上させる

競争力とレジリエンスを 2020 年代のうちに高めようとするメーカーにとって、スマー
ト・ファクトリーと DX の重要性はさらに増している。25 この取り組みでは AI が中心的
な役割を果たし得るが、古典的な AI は能力の限界に達しつつある。

例えば、電子機器製造工場では、コストを抑え、歩留まりを向上させるために、不良品
を迅速かつ正確に特定する必要がある。古典的な AI はこれまで製品検査に導入され、
プロセスにスピードや一貫性などのメリットをもたらしている。しかし、その精度はま
だ理想には程遠い。こうした検査用の AI は誤検出率が高く、実際には良品であるにも
かかわらず不良品と判定してしまうことが多い。超高速の機械があっても、間違いが多
ければ意味がない。

シリコン・ウエハーの場合、光学式自動検査での誤検出率は 10% ～ 15% で、これは
あまりにも高すぎる。26 5 ナノメートル製品の工場でウエハーの損失が 10% の場合、年
間で 80 億ドル相当の損失となる。27

良品と不良品を区別する古典的な AI の能力は、根本的な限界に達している。ある分析
によると、「ImageNet」データ・セットにおける画像分類のエラー率は最良でも 11% で、
実行には 100 万ドルのコストがかかった。28 完全自動の AI 製品検査を実現するために
は、エラー率を 1% 未満にする必要がある。しかし、11% のエラー率を 1% まで下げ
ようとすると、古典的な AI の現在の傾向を元に見積もった場合、1020 ドルもの投資が
必要だ（「1020 ドル」はタイプミスではなく、まさに 100 億ドルの 100 億倍を意味し
ている）。しかも、その過程で排出される二酸化炭素量は、地球全体の 100 万倍もの量
に達する。29

しかし、今の私たちは古典コンピューティングを超える存在を手にしようとしている。
量子コンピューティングのポテンシャルを活用すれば、よりスマートな AI を開発でき
る可能性があるのだ。

IBM の研究者が、同じ自由度を持つ、量子と古典のニューラル・ネットワーク * を比
較したところ、データ・セットによっては、量子の方が古典よりも精度が高く、学習速
度も速い場合があることが示された。30 さらに、量子機械学習モデルは、少ないデータ
でエラー率を低減できる可能性がある。31

* ニューラル・ネットワークは人間の脳の仕組みを模倣することで、コンピューター・プログラム

がパターンを認識し、データ処理を行う人工知能の一手法



13

少ないデータでも学習が速い高精度な AI には、さま
ざまな用途が考えられる。データ・ネットワークでは、
より確実にセキュリティー上の脅威を特定することが
できる。バイオメディカル・エレクトロニクスに活用
すれば、MRI（磁気共鳴画像）で腫瘍をより確実に識
別できるかもしれない。電子機器設計では、質の高い
設計を迅速に特定できる可能性があり、特に設計デー
タが乏しい、新しいプロセス・ノードに対して効果
が期待できる。電気機器メーカーの場合、製品を毎年
更新するために製造工程を新たに構築しなければなら
ず、時間とデータがともに希少かつ貴重だ。このため、
量子 AI を使えば、高い歩留まりの新製品を低コスト
で速やかに市場へ投入できる可能性がある。32

視点

量子優位性 33

ビジネスや科学の分野で関心のある計算タスクを、量
子コンピューターを使って、効率を高め、コストを低
減し、品質を高めたときに、「量子優位性」が生じた
と言う。古典システムと共に量子コンピューターを
活用することで、古典システムを単独で使用したとき
よりも著しくパフォーマンスが高まったときに、量子
優位性が生まれる。量子コンピューティングのハード
ウェア、ソフトウェア、さらにはアルゴリズムが融合
的に進化してこそ、古典コンピューティングを大幅に
上回るパフォーマンスが実現でき、業界横断的な優位
性が確保されるのだ。しかし量子コンピューティング
からビジネス価値を引き出すためには、組織や業界を
真に変革することができるような適切なユースケース
が重要になってくる。

量子優位性の実現は、一夜にして成せるものではない。
しかし、数カ月、あるいは数年かかったとしても、利
用と学習の面から見た進歩の程は指数関数的なものと
なり得るのである。新材料の開発から、個別化医療、
さらには経済全体にわたるビジネスモデルの抜本的な
転換に至るまで、変化は確実に起こりつつある。古典
コンピューティングの能力を高め、量子コンピュー
ティングを活用した業界変革の可能性を積極的に探究
する組織こそが、量子優位性を獲得するための最適な
ポジションに立てるのである。
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アクション・ガイド

量子コンピューターは、今日のエレクトロニクス業界
に破壊的変化をもたらす可能性を秘めている。しかし
はっきり言えることだが、量子コンピューティングは
直感で扱えるような簡単なものではない。このテクノ
ロジーを理解し、活用するためには、多くの時間とリ
ソースを費やす必要がある。

さらに、古典か量子かといった二者択一の問題ではな
いことを理解しておく必要がある。競争優位性を確立
するためには、2 つのコンピューティング・テクノロ
ジーの強みを補完的に組み合わせる方が、はるかに

情報に基づいた意思決定を行えるよう、
組織内で専門家を育成する

量子コンピューティングの学習は難しく、習得するに
は何年も要するのが普通だ。量子コンピューティング
を扱える人材は希少であるため、多くの場合、組織内
で専門家を育成する必要がある。技術職と営業職の両
方から人材を選りすぐり、スキルアップを図るべきだ。
こうして、組織の目的や制約条件に合わせながら、量
子コンピューティング技術を活用する能力を育成する
のである。

最も重要で説得力のある 
ユースケースを特定する

自分の組織が量子コンピューティングを導入した場
合、メリットだけでなく、起こりうる脅威についても
明確にする。ユースケースを特定すれば、実際に行動
した場合の時間的な制約を見積もることができる。

戦略的である。そのためには、量子コンピューティン
グだけでなく、古典コンピューティングと量子コン
ピューティングの複雑な相互作用についても熟知する
必要がある。

組織が量子コンピューティングを検討し始めてから、
実際に導入する準備が整うまでに、数年、あるいはそ
れ以上かかることもある。ビジネスの世界において、
これは生きるか死ぬかを決定しかねないほどの時間で
ある。様子を見ている間に、破壊される者になるか、
破壊する方に回るのかの分かれ道を通り過ぎてしまう。

量子コンピューティングに今すぐ備えるための方法
を、以下にいくつか紹介する。

ユースケースを、 
量子コンピューティングを 
探求するための概念実証（PoC）に 
落とし込み、それを自社の戦略に 
どう組み込むかを検討する

量子コンピューティングの専門家と提携して、プロト
タイプを開発する。必要となるハードウェアとソフ
トウェアのプラットフォームを確保する。量子コン
ピューターの準備が整った時点で、自社のコードも利
用できるように、拡張性を考慮した量子コンピュー
ティング・コードを検証する。

中核となるワークフローを見直す

ワークフローの中で、量子優位性のメリットを得られ
る可能性のあるステップを特定する。量子コンピュー
ティングと古典コンピューティングのワークフローと
データフローがどのように交錯するのかを理解する。
量子と古典のコンピューティングをどのように組み合
わせれば、互いに活用できるかを学ぶ。量子コンピュー
ティングの可能性を最大限に活かすには、デザイン思
考を採用して、自社のプロセスを端から端まで徹底的
に検討することがカギとなる。
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Expert Insights について

Expert Insights は、ニュース価値の高いビジネスや
関連テクノロジーのトピックについて、ソート・リー
ダーの見解を伝えるレポートです。世界中の該当分野
の専門家との対話に基づいて作成しています。詳細に
つ い て は、IBM Institute for Business Value（iibv@
us.ibm.com）までお問い合わせください。

変化する世界に対応するための
パートナー

IBM はお客様と協力して、業界知識と洞察力、高度な
研究成果とテクノロジーの専門知識を組み合わせるこ
とにより、急速に変化し続ける今日の環境における卓
越した優位性の確立を可能にします。

IBM Institute for Business Value

IBM Institute for Business Value（IBV）は、20 年以
上にわたって IBM のソート・リーダーシップ・シン
クタンクとしての役割を担い、ビジネス・リーダーの
意思決定を支援するため、研究と技術に裏付けられた
戦略的洞察を提供しています。

IBV は、ビジネスやテクノロジー、社会が交差する特
異な立ち位置にあり、毎年、何千もの経営層、消費者、
専門家を対象に調査、インタビューおよび意見交換を
行い、そこから信頼性の高い、刺激的で実行可能な知
見をまとめています。

IBV が発行するニュースレターは、ibm.com/ibv より
お申し込みいただけます。また、Twitter（@IBMIBV）や、
LinkedIn（linkedin.com/showcase/ibm-institute-for-
business-value）をフォローいただくと、定期的に情報
を入手することができます。

関連レポート

The Quantum Decade: A playbook for achieving 
awareness, readiness, and advantage
邦訳「The Quantum Decade - 来るべき 
量子コンピューティングの時代に向けて -」
https://www.ibm.com/downloads/cas/KRWEWO8D

The CTO Revelation: Redefining responsibility, 
accelerating discovery
邦訳「CTO の登場とそのインパクト - 組織内の 
責任分担を再定義し、発見を加速させる -」
https://www.ibm.com/downloads/cas/LJE3GE6A

Forging the future of supply chains: A playbook of 
5 essential strategies
邦訳「サプライチェーンの未来を切り拓く  
- プレイブック - 5 つの必須戦略 -」
https://www.ibm.com/downloads/cas/DRNVYBGK

mailto:iibv%40us.ibm.com?subject=
mailto:iibv%40us.ibm.com?subject=
mailto:iibv%40us.ibm.com?subject=
http://twitter.com/IBMIBV
https://ibm.co/ibv-linkedin
https://ibm.co/ibv-linkedin
https://www.ibm.com/downloads/cas/KRWEWO8D
https://www.ibm.com/downloads/cas/LJE3GE6A
https://www.ibm.com/downloads/cas/DRNVYBGK
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